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になった今では、そうした意識が薄れてしまって

いる。もう一度、外食にエンターテインメント性を取

り戻し、食事の場をより楽しく、より快適に、より便

利にしたい――。そうしたジェイ・シー・エムの願

いが「プラスe」には込められているのである。

「プラスe」はファミリーレストランの各テーブルに

設置されており、利用客は席にいながら利用する

ことができる。ゲームや占い、音楽・映画の最新情

報といったコミュニケーションにも役立つコンテン

ツを待ち時間のない快適なレスポンスで楽しむこ

とができる。また、誰でも利用できるように液晶タッ

チパネルモニタを使用し、操作を非常に簡単にし

ているのも大きな特長といえる。利用料金はひと

つのコンテンツあたり50円から100円程度とリー

ズナブルで、食事の料金と合わせレジで精算でき

る。

　また、「プラスe」にはポイントバンクという会員

制度も設けられている。利用客がポイントバンクに

登録すると「プラスe」の利用料金に応じてポイン

トがたまり、抽選で商品券やグッズがもらえるとい

うシステムで、どの店舗で「プラスe」を利用しても

ポイントの対象となる。これまでのところ、ポイントバ

ンクには40万人以上が登録しているという。

　もちろん、「プラスe」設置店にも大きなメリットが

ある。「プラスe」の導入で新たな付加価値を提

供することにより来店の促進が望める。実際、「プ

ラスe」のリピート客も着実に増えているという。ま

た、「プラスe」にコンテンツを提供している企業や

プロバイダも「プラスe」に注目している。なぜなら、

インターネットで効率よく確実に課金やデータ管理
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ジェイ・シー・エムは新しい発想に基づく

パーキングシステム事業を展開し、成長を続

けている企業だ。現在はインターネットVPN

接続による地上回線と衛星回線を利用した、

まったく新しいエンターテインメント情報端

末「プラスe」を外食産業に積極的に展開し、

さまざまな分野から注目を集めている。24

時間稼働し続けるジェイ・シー・エムのネット

ワーク。その基幹部にはシスコ製品が使用さ

れ、高い信頼性と高度なセキュリティを保持

している。ジェイ・シー・エムの新事業「プラ

スe」を支えるネットワークシステムの事例

を紹介しよう。

オンデマンド型エンターテインメント情報

端末をファミリーレストランに導入

　ジェイ・シー・エムは主に外食産業向けパーキ

ングシステムの製造・販売を行っており、外食産業

を中心に250ヵ所以上設置の実績を誇る。そし

て、その顧客はファミリーレストランが中心となって

いる。

　ファミリーレストランの市場競争がますます激化

する中、顧客である業界最大手のすかいらーく

には新しい付加価値を来店客に提供したいとい

うニーズがあった。そのニーズに対して、ジェイ・

シー・エムが提案したのがオンデマンド型エンター

テインメント情報端末「プラスe」である。

「プラスe」を提案したのには理由があった。昔は

家の外で食事をすることは、ひとつのエンターテイ

ンメントで心弾む場だった。しかし外食が日常的



のできるシステムはほとんどないのが現状だ。「プ

ラスｅ」はセキュリティ上の配慮からインターネット

には直接つないではいないが、その状況を一新

するシステムになる可能性を秘めている。

　2001年１月、ファミリーレストラン１店舗への導入

からはじまった「プラスe」事業。それが現在では

1000店舗以上のファミリーレストランに導入され、

総計で約1万6000台が設置されるに至った。

地上回線と衛星回線を活用する

「プラスe」のネットワークシステム

「プラスe」はインターネット端末とは異なり、閉ざさ

れた配信方式を採用している。そうすることで、セ

キュリティ管理に厳しい映像や音楽コンテンツを

高詳細な液晶画面上に表示できるようになった。

各店舗のサーバに蓄積されるデータは定期配信

あたりGB単位と大容量のため、コンテンツデータ

の更新は主に衛星回線を利用している。地上回

線を使用しデータ配信をするにはコンテンツデー

タがあまりにも大きすぎるため、全店舗に向けて衛

星回線を使ったマルチキャストシステムを構築し

たのだ。

　ジェイ・シー・エムの本社から衛星会社を通じて

全店舗にデータを配信する。各店舗ではそれを

衛星アンテナで受け、店舗内で各端末に配信す

る形をとっている。より新しいコンテンツを利用客に

提供するため、月に２回の更新を行っている。

　また、店舗側でデータ更新を行うために、更新

データを自動的に読み込む工夫がなされ、店舗側

の手間を最小限にしている。

　各端末の日々 の課金データは、ISDNやADSL

などの地上回線を使ってセンターに収集し一括

管理を行っている。またセンターでは、利用客が

「プラスe」端末から入力したIDとパスワードに

よって本人照合をし、利用客へのポイントバンクの

データ処理等を統括して行う。つまりコンテンツ

データの更新用には衛星回線を、データ収集や

管理、システムメンテナンス等には地上回線のネッ

トワークを使用するという二重の回線形態でシス

テムを構築しているのである。

最新のセキュリティPIX501を採用し

堅牢なセキュアシステムを構築

　コンテンツの管理と顧客情報を扱うため、ネット

ワークシステムは安全性と信頼性、そして強固な

セキュリティ機能が求められた。そこで選ばれた

のがシスコ製品だった。約1000店舗を統括しな

ければならないセンター側にはCisco7204を採

用。さらにモジュラー型スイッチのCatalyst4000

ファミリー、L3スイッチのCatalyst3550を導入し、

センター側のネットワークの基幹部分をすべてシ

スコ機器で構築している。

　また、当初はIP-VPNでネットワークを構築して

いたが、ランニングコストの大幅な削減を図るた

め、IPSecによるインターネットVPN接続に踏み

切った。センター側には当時、実績の高かった

Cisco7204にVPNモジュールを追加し、店舗側と

の接続にはより安価で、かつ高速化が可能な

ADSL（ADSL回線接続ができない場所は

ISDN）を利用している。これにより、１店舗あたり

の月額通信コストをおよそ半分にすることに成功

した。

　インターネット回線を使用するということは当然さ

らに高いレベルのセキュリティが必要となる。そこ

でジェイ・シー・エムでは、すぐれたファイアウォール

機能とIPSecの3DESレベルの暗号化による、セ

キュリティレベルの向上を図っている。国内メー

カーのセキュリティ関連製品ではジェイ・シー・エム

が求めるレベルには対応していなかったため、ブ

ロードバンドルータには当初Cisco806を採用して

いた。

　しかしその後、「プラスe」にメールの送信コンテ

ンツが追加されたことやシステムの差分ファイルな

どを地上回線で配信することとなり、地上回線の

さらなる高速化が求められることとなった。そこで、

これまで以上にセキュリティ性を向上させ、かつ

BBインフラを生かしたパフォーマンスを実現する

ため、PIX501の導入が検討された。日本国内で

はそれまでPIX501の導入実例がなかったため、

ジェイ・シー・エムではシスコからPIX501の実証

データを取り寄せ、他製品との詳細な性能比較を

行なった。その結果、PIX501はジェイ・シー・エム

の要求に十分応えうる製品であることが分かっ

た。さらに、ジェイ・シー・エムでは社内や店舗での

テストも入念に行なっている。

「シスコのサポートを得てスムーズにテストを行なう

ことができました。テストの結果、PIX501が私たち

の求める性能をクリアしていることが確認され、そ

の導入に踏み切ることができたのです」とプラスe

事業部配信部部長の木村浩氏は語ってくれた。

　PIX501は強力なセキュリティ機能、小規模オ

フィスネットワーキング機能および強力なリモート管

理機能を持つコンパクトな一体型ソリューションで

あり、「プラスe」システムの店舗設置機器として
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衛星回線と地上回線を併用するJCMのネットワークシステム

最適といえるものだ。現在、PIX501の導入が完

了している店舗は約400店となっている。

シスコの万全な導入サポートで

ネットワークを迅速に完成させる

「機器の選定に関しては内外のメーカーからさま

ざまな情報を集めました。スペックの比較やトータ

ルな性能比較はもちろんですが、私たちが最初

に行ったのは簡単な質問を各メーカーに投げか

けることでした。そのとき、各メーカーがどういう答

えを返してくれるか。その返答によって、メーカー

側の熱意を見させてもらったのです。簡単な質

問に素早く答えてもらえないのでは、実際のシス

テム構築時において生じるであろう難問に対して

素早い対応を期待できるはずがないと考えたか

らです。その際、シスコは非常に素早く、かつ的

確な返答をくれました」と技術開発本部システム

管理部部長・シニアシステムエンジニアである松

枝直行氏は語っている。

「食事の場をより楽しく、より快適に、より便利に」

をコンセプトに開発されたオンデマンド型エンター

テインメント情報端末「プラスe」
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　また、松枝氏はシスコの導入サポートについて

こう話してくれた。

「シスコの営業や技術者を含めて話し合い、機器

を選定していきました。回線の契約切り替え時期

に合わせてまとめてネットワーク構築を行えるよう

に機器の調達を行い、店舗への導入を図ったの

です。店舗でのテストの際に若干の問題が発生

しましたが、シスコの技術者が立ち会ってくれて

いたため大きなトラブルには至りませんでした。原

因とその対処法についてはシスコ側が明確にし、

当社の技術者と対応策を練りシステムを無事に

完成させることができたのです」

　ジェイ・シー・エムではコンテンツの更新ペースも

含め、今後「プラスe」をさらに進化させていく計

画だ。例えば、ビジネスマン向けのコンテンツとして

ニュースを含めたさまざまな情報をデイリーで更新

するサービスも近い将来の視野に入れている。多

様な付加価値を持たせ、「プラスe」ならではの充

実したサービスの提供を模索しているところだ。

安全性と信頼性、強固なセキュリティ機能が求められるJCM

のネットワーク。その基幹部はすべてシスコ機器で構築される

「現在、『プラスe』端末を設置していただいてい

るファミリーレストラン以外の外食産業、さらには

外食産業以外にも現在の『プラスe』に機能を追

加した形でサービスを提供できればと考えていま

す。また、今後のインフラの動きを見ながら、より有

益なシステムの構築とコンテンツの配信を行って

いきます。施設工事の時間短縮や経費削減とい

う面では無線LANも魅力あるソリューションだと

考えています。今後、堅牢なセキュリティとともに、

よりデータ転送速度の高いCisco Aironet（無線

LANシステム）が登場すれば、『プラスe』でも活

用していきたいと思っています」と松枝氏は語っ

てくれた。

　ますます進化し、事業規模を拡大していく「プラ

スe」。その今後をシスコは最新のセキュリティソ

リューションと万全なサポートで強力に支えていく。

株式会社ジェイ・シー・エム

1992年設立。パーキングシステム事業で

は、外食産業を中心に250ヵ所以上設置の実

績を誇る。パーキングシステム事業で培った

実績をもとに、世界初のオンデマンド型エン

ターテインメント情報端末「プラスe」を開

発。食事の場を「より楽しく、より快適に、より

便利に」の３つのコンセプトのもと、ファミリー

レストランなどの滞留型商業施設を中心に積

極的に事業を展開。

Profile


